
登録要件について 

 

古賀市まちづくり推進課 

 

 古賀市市民活動団体の登録に関する要綱第３条には登録の要件を規定しており、ここで定められた

要件を満たす団体を市が活動促進を図るための支援を行うこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴の「公益のための活動」とはどのような活動でしょうか 

 公益のための活動とは、一般的に営利を目的とせず、不特定かつ多数のもののための活動であると

されています。対象が特定又は少数であることが問題なのではなく、その活動が「求められているか」

と受益の機会が「開かれているか」という点が大切となります。 

 

 公益活動の内容は下記の１９分野に分類され、いずれかの活動に該当する必要があります。 

①保険、医療又は福祉の増進を図る活動 ⑪国際協力の活動 

②社会教育の推進を図る活動 ⑫男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

③まちづくりの推進を図る活動 ⑬子どもの健全育成を図る活動 

④観光の振興を図る活動 ⑭情報化社会の発展を図る活動 

⑤農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 ⑮科学技術の振興を図る活動 

⑥学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 ⑯経済活動の活性化を図る活動 

⑦環境の保全を図る活動 
⑰職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援

する活動 

⑧災害救済活動 ⑱消費者の保護を図る活動 

⑨地域安全活動 
⑲前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は

活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

⑩人権の擁護又は平和の推進を図る活動  

  

【古賀市市民活動団体の登録に関する要綱（抄）】 

第３条 市民活動団体のうち市が支援を行う団体として登録を受けることができるものは、次の

各号のいずれにも該当するものとする。 

⑴ 公益のために、明確な活動目的を持って、継続的に市民活動を行っていること又はその見

込みがあること。 

⑵ 主に市内で活動していること。 

⑶ 定款、規約、会則その他にこれらに準ずるものを有していること。 

⑷ 会計処理を適正に行っていること。 

⑸ ５人以上で構成されており、市内に在住している構成員がいること。 

 

 

（ 別 紙 ２ ） 



次に掲げる活動のみを行う団体は、登録を受けることができないこととしています。 

 ⑴ 作品展示、発表会、大会への参加その他の会員の活動の成果を披露する目的で行う活動 

⑵ 勉強会、学習会その他の単に教養の向上のみを目的とした活動 

⑶ 家元制や流派による稽古又は習い事の活動 

⑷ 会員同士の親睦活動又は会員相互の利益を目的とした活動 

  

 

 【Ｑ＆Ａ】 

  Q．主に会員同士で手芸づくりを行う団体ですが、保育所などの要請に応え、子どもの玩具を会

員で作り寄附しています。このような活動は公益のための活動でしょうか。 

  A．子どもの玩具を会員で作り寄附する行為は、公益のための活動と判断できます。このように

普段は、会員の教養の向上を目的とする活動であっても、一部公益のための活動を行っていれ

ば、登録の対象となります。 

 

  Q．国際協力の活動を行い、特定の地域や国の方に支援する活動を行っている。現在は、該当する

一人の方の支援を行っています。公益のための活動でしょうか。 

  A．現在の活動が該当するお一人のための活動であっても、その活動は求められており、支援の

活動にどなたでも参加でき、開かれていれば公益のための活動であると言えます。 

 

  Q．バザーや地域のおまつりに出店し、活動費に充てている。営利活動となりますか。 

  A．「非営利性」とは利益を上げてはいけないという意味ではなく、利益があがっても組織の構成

員に分配しないで、活動目的を達成するための費用(人件費を含む)に充てるということです。 

    バザー等で売り上げがあった場合でも、その売上金を構成員に分配せず、公益のための活動

に充てていれば、営利活動ではなく、非営利活動と見なされます。 

 

  Q．校区コミュニティなど特定の地域の住民で構成する団体は、登録することは可能ですか。 

  A．「古賀市市民活動支援センター設置運営要綱」では、市民活動団体は、市民活動を行う団体で

あって市内で活動するものと規定していますが、営利を目的とした活動、政治的活動及び宗

教的活動行う団体並びに自治会及びに校区コミュニティを除くとしていますことから、自治

会、校区コミュニティは対象外となります。また、公益のための活動を一部行っていても、

営利を目的とした活動を行う事業者や政治活動を行う団体などは対象外となります。 

 

  Q．市内でも市外でも活動を行っています。「古賀市市民活動団体の登録に関する要綱第３条⑵で

は、主に市内で活動していることと明記されていますが、登録できるでしょうか。 

  A．現在、市内での活動を行っていることが確認できる場合、市内と市外の両方で活動を行って

いる場合も登録を可能としています。ただし、市内での活動実態がほとんどないと判断した場

合は、登録できないことがあります。 


